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スキーキャンプの報告 メンバーの親の感想

姉弟で２年続けて“エンジョ

に参加しました。小５の娘は、

をするタイプであり、また運動

持ち合わせておりますが、今回

族以外の人と寝食を共にする生

とも楽しむことができたようで

喜んでおります。 

千葉ＹＭＣＡのスキーキャンプは、創立時より

続いているプログラムのひとつです。今回は、12
月26日から29日の３泊４日で行なわれた“エンジ

ョイスキーキャンプ”のレポートをお送りします。 
このキャンプのために、リーダーたちは子ども

のスキーの安全に関する座学やスキーの実技トレ

ーニングを行なってきました。なお、写真と文章

は直接の関係はありません。 小３の息子は元々運動好きで

いうこともあり到達目標を持っ

リーダーや友達との交流を通じ

楽しみ、スキーも上達したよう

過ごすことができました。 

 

ＹＭＣＡのキャンプでは、子

せて無理なく進めてくださるの

変安心して送り出すことができ

だと感謝しています。    

メンバーの感想 
ぼくは、今回２回目の“エンジョイスキーキャ

ンプ”に行ってきました。１回目はスキーのやり

かたがあまりわからなかったので、今回は前より

うまくなってリフトに乗れるようになりたいなあ

と思いながら行きました。 
スキー場では、ハの字の練習を何回もくり返し

て、やっとリフトに乗ることができました。山か

らすべりおりてくる時、風が顔にあたってとても

気持ちがよかったです。リーダーが「あと一日あ

ったら頂上に行けたね。」と言ってくれたので、ス

キーがもっとやりたいなあと思ったし、楽しいな

あとも思いました。        澤井 諒 

グループリーダーの

私は、今回の“エンジョイス

女の子８人のグループのグルー

参加しました。 
 

 

イスキーキャンプ”

集団生活に尻込み

も苦手という面を

のキャンプでは家

活、スキーの両方

、親としても大変

、今回は２回目と

て参加しました。

てキャンプ全体を

で充実した時間を

どもの状況に合わ

で、親としては大

る素晴らしいもの

  澤井 諒 母 

 

感想 
キーキャンプ”に

プリーダーとして



人数が多いため、初めは２、３人の小グループ

に分かれたり、一人で好きなことをしたりという

傾向がありましたが、食事当番でどんな歌を歌う

か話し合っている時にいつの間にか、それまで孤

立していたＡＤＨＤ*の子を中心として、９人が輪

になって替え歌を作っていました。 
この瞬間が、私にとって最も嬉しく、一番の思

い出として強く心に残りました。また、このよう

な素敵な時間を過ごすためにキャンプに参加した

いと思っています。      小島 なぎさ 
＊ＡＤＨＤ（Attention-Deficit Hyperactivity 

Disorder）注意欠陥・多動性障害 

 

プログラムリーダーの感想 

私は、“エンジョイスキーキャンプ”にプログラ

ムリーダーとして参加しました。実は、私はスキ

ーキャンプに参加することもスキーをするのも初

めてでした。全くスキーを経験したことが無い私

が子どもたちにスキーを教えてあげられるのかと

とても不安でした。 
尾瀬戸倉スキー場で行なわれた２日間のリーダ

ートレーニングで、私はハの字でロマンスコース

を滑って降りてくることができました。滑ること

はとても気持ちが良くて、リフトから見る景色は

とてもきれいでした。私はスキーが楽しく好きに

なりました。 
私がリーダートレーニングで味わった感情を是

非、“エンジョイスキーキャンプ”に来るメンバー、

特に初めてスキーをするメンバーに感じて欲しい

と強く思いました。実際、キャンプでは初めてス

キーをしたメンバーがリフトに乗れるようになっ

たこと、キャンプでもっとスキーが上手くなった

メンバーがたくさんいたことがとても嬉しかった

です。 
私は、スキーキャンプというのは、ただスキー

をする為のキャンプではなく、キャンプに来たメ

ンバー同士、そしてリーダー、ディレクターが共

にスキーを通じてキャンプを作り上げていくもの

だと思います。 
“エンジョイスキーキャンプ”では、メンバー

同士、リーダー、ディレクターが一体となって、

キャンプを楽しむことができたこと、一人ひとり

が忘れられないキャンプ、かけがえのない仲間が

作れたのではないかと思います。  藤田 雅子 

“わんぱくクラブ”の記録 

2002 年 1 月の“わんぱくクラブ”は、20 日（日）

に渋谷にある『こどもの城』へ行きました。今回

は印出井リーダーのレポートです。 

 
1 月の“わんぱくクラブの活動”は、渋谷の『こ

どもの城』に行きました。電車に乗っている時間

が長かったので、リーダーと子ども、子ども同士

の会話が多くとても賑やかでした。到着した後、

すぐに食事をとり、グループ毎に行き先を決め行

動しました。アスレチックに行くグループが多く、

どの子もとても楽しそうに走り回っていました。 
帰りの電車では、疲れて寝てしまう子が多くい

ましたが、子ども達にとってはとても楽しい一日

だったのではと思う１月の定例活動でした。 
              印出井 健史 

編集後記 
 ｢ＹＭＣＡの青少年活動て何ですか？｣と問い掛

けられました。デイキャンプやスキーキャンプな

どの野外活動ですと答えても、その中身はなかな

か相手には伝わりません。本紙が皆様のＹＭＣＡ

理解のお役に立てればと思っています。  (槇) 


